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に
ぎ
や
か
に  

新
年
を
ス
タ
ー
ト

　

主
の
洗
礼
の
主
日
（
１
／
11
）
に
恒
例
の
合
同

班
会
と
新
年
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
当
日
の
ミ
サ

に
は
中
迫
さ
ん
の
お
母
さ
ま
の
法
事
に
合
わ
せ
て
、

御
親
族
が
20
名
程
参
列
し
聖
堂
が
満
席
で
し
た
。

合
同
班
会

　

泉
神
父
様
の
挨
拶
か

ら
は
、
鹿
児
島
教
区
よ

り
２
０
０
３
年
に
発
行

さ
れ
た
、
『
信
徒
の
た

め
の
信
仰
生
活
指
針
』

（
故
鹿
児
島
司
教 

糸

永
真
一
著
）
を
読
む
こ

と
を
勧
め
ら
れ
、
後
半

（
P
25
）
か
ら
読
む
と

分
か
り
や
す
く
、
そ
の

中
か
ら
キ
ー
ワ
ー
ド
と

し
て
『
歩
み
寄
り
』

『
応
え
る
』
を
挙
げ
ら

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

今
年
は
『
堅
信
式
』
を

行
う
こ
と
を
目
標
に
と

の
こ
と
で
し
た
。

　

経
済
問
題
評
議
委
員

の
森 

章
子
さ
ん
よ
り
、

資
金
収
支
計
算
書
（
２

０
２
５
年
４
月
１
日
〜

12
月
31
日:

１
〜
３
期
）

を
配
付
し
小
教
区
財
政

の
現
状
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

新
年
会

　

今
年
も
１
階
聖
堂
入

り
口
を
会
場
に
、
お
弁

当
と
手
作
り
の
お
吸
い

物
で
会
食
を
開
き
ま
し

た
。
余
興
は
ト
ッ
プ
に

古
木
美
音
ち
ゃ
ん
、

菜
々
依
ち
ゃ
ん
姉
妹
が

歌
を
披
露
。
締
め
は
３

月
11
日
に
卒
業
式
を
迎

え
る
美
音
ち
ゃ
ん
が
東

日
本
大
震
災
の
復
興
ソ

ン
グ
『
花
は
咲
く
』
を

歌
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

他
に
も
丸
田
聖
人
く
ん
、

迫
田
菜
々
海
さ
ん
も
歌

を
、
迫
田
眞
理
子
さ
ん

は
『
よ
う
こ
そ
イ
エ
ス

さ
ま
』
を
手
話
に
て
披

露
し
ま
し
た
。
ま
た
、

６
班
か
ら
の
カ
ッ
プ
タ

ワ
ー
競
争
の
決
勝
戦
で
、

先
に
迫
田
菜
々
海
さ
ん

が
赤
い
カ
ッ
プ
を
組
み

上
げ
た
も
の
の
、
そ
も

そ
も
カ
ッ
プ
が
１
個
足

り
な
か
っ
た
こ
と
が
発

覚
。
遅
れ
て
慎
重
に
組

み
上
げ
た
古
木
菜
々
依

ち
ゃ
ん
が
優
勝
す
る
ハ

プ
ニ
ン
グ
！
奮
闘
し
た

二
人
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に

バ
ン
ペ
イ
ユ
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
で
は
ト
ッ
プ
を
嶽
崎

さ
ん
の
次
男
、
文
彬
く

ん
が
獲
得
。
終
わ
り
に

有
り
余
っ
た
景
品
を
ジ

ャ
ン
ケ
ン
大
会
に
て
争

奪
し
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。

慎重に組み立てる菜々依ちゃん（中央）

勝利を喜ぶ迫田菜々海さん（左）

ジャンケン大会で歓喜する様子

　

年
頭
の
辞
の
中
野
司
教
の
言
葉
か
ら
。

来
年
、
創
設
１
０
０
年
を
迎
え
る
「
使
徒

座
知
牧
区
」
と
は
。
キ
リ
ス
ト
教
カ
ト
リ

ッ
ク
教
会
の
教
区
が
ま
だ
設
置
さ
れ
て
い

な
い
宣
教
地
域
に
設
立
さ
れ
た
管
轄
の
一

形
態
で
あ
る
。
教
皇
庁
よ
り
任
命
さ
れ
た

使
徒
座
知
牧
が
管
理
す
る
。
知
牧
区
は
信

徒
数
と
安
定
性
を
確
保
し
て
成
長
・
発
展

し
、
正
式
に
教
区
が
設
置
さ
れ
る
前
の
段

階
と
し
て
、
名
義
司
教
が
管
理
す
る
使
徒

座
代
理
区
に
昇
格
す
る
。

　

教
区
設
置
ま
で
の
通
常
の
流
れ
は
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

♦
宣
教
開
始 

↓ 

使
徒
座
知
牧
区 

↓ 

使
徒

座
代
理
区 

↓ 

教
区

１
９
２
７
年
３
月
18
日
、
鹿
児
島
、
沖
縄

両
県
は
長
崎
教
区
か
ら
分
離
さ
れ
、
鹿
児

島
使
徒
座
知
牧
区
と
な
り
ま
し
た
。
来
年

２
０
２
７
年
は
、
知
牧
区
と
し
て
認
定
さ

れ
１
０
０
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ち
な
み
に
２
月
25
日
「
教
区
の
日
」
は
、

使
徒
座
知
牧
区
か
ら
使
徒
座
代
理
区
を
経

て
教
区
に
昇
格
し
た
日
に
な
り
ま
す

玉
里
教
会
主
任
司
祭

泉　

浩
二 

神
父

２
月
25
日　

「
教
区
の
日
」

Web & facebook に掲載しています　右のQRコードまたは"ようこそ玉里教会"で検索　　https://tamazato.net/news/

カトリック玉里教会小教区報　　　　　　　2026年 2月号　　　　　　　　　　　VOL № 484

す べ て は 主 と と も に  全 員 参 加 の 共 同 体 へす べ て は 主 と と も に  全 員 参 加 の 共 同 体 へす べ て は 主 と と も に  全 員 参 加 の 共 同 体 へ

編集：発行 カトリック玉里教会

〒890-0014　鹿児島市草牟田2-29-3
☎ 099-226-3821 fax 226-4052 URL tamazato.net

 主 任 司 祭 　泉  浩 二  神 父

   編　　集　　　　 広 報 委 員

1月18日の司牧評議会から

†復活祭の遠足 （4/5）
　場所の検討を願います。

†鹿児島教区創設100周年
に向けての祈りを検討中。

†典礼当番
　典礼委員会にて朗読・ 
香部屋担当者を検討。

†フリマ

　古着はNG。衣類はタグ
が付いている新品に限り
提供者が値段を決める。
売れ残ったものは提供者
が残さず持ち帰る。

情 報 ひ ろ ば

た  ま  ざ  と

そ の 他主な行事

1/26㈪・27㈫
　司祭大会 

2/1㈰～15㈰ 
　昨年の枝の回収 

2/15㈰
　司牧評議会
　灰作り

2/18㈬　灰の水曜日
　　　（大斎・小斎）
　　　ミサ　18:30～

2/22㈰　ミサ後
　茶話会（担当＝B）
　てての会

2/25㈬　教区の日



日 曜日 ミサ 典礼暦 小教区及び主任司祭の予定 当番 班会

31 土 〇 ①②⑤

1 日 ○ 年間第4主日 ①②⑤
①②③④
⑤⑥⑦

2 月 ○ 主の奉献（祝）

3 火 ○ 	福者ユスト高山右近殉教者（記）

4 水 ○

5 木 〇 日本26聖人殉教者（祝）

6 金 ■ 聖アガタおとめ殉教者（記） 10:30 ロザリオ会

7 土 〇 ③④

8 日 ☆ 年間第5主日 教会学校 ③④

9 月 ○

10 火 ○ 	聖スコラスティカおとめ（記）

11 水 ×
世界病者の日

那覇教区司教座教会献堂記念日
建国記念日

12 木 〇

13 金 ■ 10:30 ロザリオ会

14 土 〇 聖チリロ隠世修道者　聖メトディオ司教（記） ⑥⑦

15 日 ☆ 年間第6主日 ミサ後　司牧評議会 ⑥⑦

16 月 ○

17 火 ○

18 水 ■ 灰の水曜日（大斎・小斎の日） 18:30　ミサ

19 木 〇

20 金 ■ 10:30 ロザリオ会

21 土 〇 ①②⑤

22 日 ☆ 四旬節第1主日 教会学校 茶話会（B）てての会  小教区報発 ①②⑤

23 月 ○ 天皇誕生日

24 火 〇

25 水 〇 教区の日

26 木 〇

27 金 ■ 10:30 ロザリオ会

28 土 〇 ③④

1 日 ☆ 四旬節第2主日 ③④

2 月 ○

3 火 〇

　　　　班長

①・②　村山　麗子
③・④　 森　章子
  ⑤  　藤山 喜和義
  ⑥　　迫田 眞理子
  ⑦　  内田　恵子 ※敬称略

2月の予定（2026年）

【　凡例　】 《ミサ》 ☆＝9：00 　★=10：00　○＝6：30 　■＝18：30　△＝19：00    ×＝なし

　　　　　 役員

信徒総代　 藤山 義和
副 総 代 　園田 健太
副 総 代 　崎山 弥生
書　　記 　外山 映子
　　　　　　教会　TEL 226-3821　　FAX 226-4052

予定表の変更は発行日（毎月末日曜）の３日前までに広報委員へご連絡ください


